
大泉高校附属中学校

月 主な学校行事 日付 回 主題名 資料名 内容項目 ねらい 主な発問

4 始業式 4月15日 1 法やきまりの意義 元さんと二通の手紙 C-10 遵法精神、公徳心
二通の手紙を受け取った元さんが「この年になって初めて考えさせられること」について考えることを通して、法やきまりの意義を理解し、それ
らを進んで守り、規律ある安定した社会の実現に努める道徳的態度を養う。

○動物園の規則について想起させ、特に入園の規則の意義を問題提起する。
○元さんが、規則を破ってまで姉弟を入園させたのはどうしてだろう。
○事務所で連絡を待っていた元さんは、どのようなことを思っていたのだろう。
◎元さんが「この年になって初めて考えさせられること」とは、どのようなことだろう。
○若い女の子たちの入園を断る佐々木さんは、元さんからどのようなことを学んだのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

4月22日 2 責任ある判断 リクエスト A-1 自主、自律、自由と責任 自分たちの軽はずみな行為を悔やむ伊藤君たちの心情を共感的に理解することを通して、自律的な判断と責任の大切さに気付き、自主的によく考
えて判断し、行動の結果に責任をもつ道徳的態度を養う。

○ラジオを聞く習慣があるかを確認したり、ＤＪやラジオ番組について補足説明したりする。
○伊藤君たちは、どのような思いでリクエストを書いたのだろう。
○伊藤君たちが、岩田さんに本当のことを伝えて謝ろうと思ったのはどうしてだろう。
◎伊藤君はバスの中で涙を流しながら、どのようなことを考えていたのだろう。
○窓に映った自分の顔が、ひどくゆがんで見えたのはどのような思いからなのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

5 体育祭 5月6日 3 家族の深い愛情 スダチの苗木 C-14 家族愛、家庭生活の充実 両親の苦労を知って心を震わせる筆者の心情を共感的に理解することを通して、自分を育んでくれている家族の愛情の深さに気付き、家族を敬愛
して、家族の一員としてよりよい家庭生活を築こうとする道徳的態度を養う。

○スダチを紹介し、題材への意識付けを図る。
○筆者が、ひたむきに働く父の姿に誇らしいものを感じながらも、友達に隠そうとしたのはどうしてだろう。
○下宿先に作業服姿で現れ、スダチの苗木を植える父を、筆者はどのような思いで見ていたのだろう。
○父はどのような思いで息子の下宿先にスダチの苗木を植えたのだろう。
◎両親の苦労を知った時、どのような思いが筆者の心を激しく震えさせたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

定期考査前 5月13日 4 寛容で謙虚な心 山寺のびわの実 B-9 相互理解、寛容
さえと竹庵の話を聞いて、深々と頭を下げる甚太の心の変化について考えることを通して、寛容で謙虚な心のよさや大切さに気付き、相手の個性
や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方を受け入れていく道徳的態度を養う。

○誰かのことが「性に合わない」「性分に合わない」とはどういうことかイメージさせる。
○甚太はおっさんのどういうところが「性分に合わねえ」と言っているのだろう。
○荷馬車でおっさんを倒した甚太は、家に帰ってどのようなことを考えていたのだろう。
◎さえと竹庵の話を聞いた甚太は、深々と頭を下げながらどのようなことを考えていたのだろう。
○おっさんは、どうして性に合わない甚太に合わせてくれていたのだろう。

5月20日 5 自制する心 独りを慎む A-2 節度、節制
一人暮らしを始めた筆者がぶつかった「どきんとすること」を手がかりに、「独りを慎む」ことの意義を考えることを通して、節制に心掛けて、
心身の健康や安全で調和のある生活を築いていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○「行儀が悪い」振る舞いを想起させ、発表させる。
○どのような気持ちが、筆者を行儀悪くしているのだろう。
○筆者が、行儀が悪くなっていったことを「大変だ」と思うのはどうしてだろう。
○「大変だ」と分かっているのであれば、きちんとすればいいのではないのだろうか。
○筆者の言う「精神の問題」とは、どのような問題なのだろう。
◎筆者が「誰が見ていなくても、独りでいても、慎むべきものは慎まなくてはいけない」と言うのは、どうしてだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

5月27日 6 生命の尊さ 誰かのために D-19 生命の尊さ
残りわずかな時間を子供たちのために必死に生きようとする母の姿から、「誰かのために生きる」ことについて考えることを通して、生命の尊さ
を有限性や関係性など多面的・多角的に理解し、かけがえのない生命を尊重する道徳的心情を育む。

○「生きる」の前につく言葉といえばどのような言葉を思い浮かべるか発問し、「誰かのために生きる」ことを学習課題として提示する。
○余命３か月の診断を受けてから、母は毎日をどのような気持ちで過ごしていたのだろう。
○上の子の卒業式を見届けた時、母はどのようなことを思ったのだろう。
○母は、どのような思いを込めて最後のお弁当を作ったのだろう。
○娘は、どのような思いで母のおむすびを見つめていたのだろう。
◎母が必死に生きて、子供たちにバトンタッチした「大切なこと」とは何だろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

6 6月3日 7 希望をもって生きる 優しいうそ A-4 希望と勇気、克己と強い意志 交通事故による苦難を乗り越え、「語り部女優」として復帰を決心した筆者の生き方について考えることを通して、勇気と希望をもって生きるこ
との大切さに気付き、より高い目標に向かって、困難や失敗を乗り越えていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○筆者、萩生田千津子さんが女優であることについて簡単に紹介する。
○自分自身や周囲にうそをつきながら、筆者はどのような思いだったのだろう。
○筆者がストレッチャーの上でオイオイ泣いたのはどうしてだろう。
◎どす黒い不安を乗り越えて、筆者が「語り」に挑戦することを決心できたのは、どうしてだろう。
○筆者が「今、生きることが大好きです」と言えるのはどうしてだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

6月10日 8 役割と責任の自覚 監督がくれたメダル C-15 よりよい学校生活、集団生活の充実 監督やYとのやり取りを通じて、嫌だったノックを丁寧に打つようになった筆者の心の変化について考えることを通して、自己の所属する集団の意
義や自らの役割を理解し、責任を自覚して集団生活の充実に努める道徳的実践意欲を培う。

○本時の題材が「部活動最後の大会」であることを紹介する。
○筆者が「もうノックをするのをやめたい」と思ったのはどうしてだろう。
○監督の「何も言わないでも分かってもらえると思ったんじゃがなあ」とは、何を分かってもらいたかったのだろう。
◎筆者がノックを丁寧に打つようになったのはどうしてだろう。
○メダルを手渡した監督の「よう頑張ったのお」という言葉には、どのような思いが込められているだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

道徳公開講座 6月17日 9 いじめを許さない心 卒業文集最後の二行 C-11 公正、公平、社会正義 T子さんへのいじめを悔いる筆者の心情について考えることを通して、愚かないじめを引き起こす人間の弱さや醜さに気付き、差別や偏見、いじめ
や不正な言動を断固として許さない道徳的態度を養う。

○教材が「いじめの経験が心の傷になっている人の手記」であることを紹介する。
○Ｔ子さんのことを罵り続けた筆者は、どのような気持ちだったのだろう。
○自分がカンニングをしておきながら、筆者はどうしてＴ子さんを責め立てたのだろう。
◎Ｔ子さんの卒業文集最後の二行を見て、筆者はどのような思いで果てもなく泣いたのだろう。
○その後の筆者は、どのような思いを抱えて生きてきたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

定期考査前 6月24日 10 人と人とのつながり 原稿用紙 B-6 思いやり、感謝 お世話になっていた難波商店の専務から電話を受け、話を聞いた筆者の心情について考えることを通して、互いに支え合う関係性のよさに気付
き、思いやりの心と感謝の念による人と人とのつながりを大切にする道徳的心情を育む。

○自分とつながりのある人を想起させる。
○受話器を持ったまま悲鳴みたいな叫び声を上げた筆者の思いは、どのようなものだったのだろう。
◎専務の話を聞いて、筆者はかすんだ目を拭いながら、どのようなことを考えていたのだろう。
○専務が、筆者にお礼の電話をかけてきたのはどうしてだろう。
○筆者と専務は互いにどのような存在だったのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

7 終業式 7月8日 11 自然との共生 襟裳のこと D-20 自然愛護 襟裳の人々による自然再生の取り組みを知った「私」の思いについて考えることを通して、自然の崇高さや自然環境を大切にすることの意義を理
解し、進んで自然の愛護に努める道徳的実践意欲を培う。

○「自然はつながっている」ということについて、知っていることを発表させる。
○入植した人々が原生林の木を切り続けたのは、どうしてだろう。
○襟裳の人々は、どのような思いで植林を続けたのだろう。
○砂漠化が止まっても、海が生き返りそうもなかった時、襟裳の人々はどのようなことを思っていたのだろう。
◎「流氷」の話を聞いた「私」は、知床の海を眺めながら、どのようなことを考えていたのだろう。
○現代社会で起きる環境問題について説話し、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

7月15日 12 自己の向上を図る ぶれない心 ― 松井 秀喜 ― A-3 向上心、個性の伸長 自分で考え、工夫しながら努力を積み重ねてきた松井秀喜さんの生き方について考えることを通して、自己を見つめ、自己の向上を図っていこう
とする道徳的実践意欲を培う。

○松井秀喜さんについて簡単に紹介する。
○松井さんが大切にした「自分で考える」とは、何を考えることなのだろう。
○どうして「自分で考える」ことが大切なのだろう。
◎「努力できることが才能である」とはどういうことなのだろう。
○これから自分自身をいっそう高めていくことについて道徳ノートに記入させる。

9 始業式　文化祭前 9月2日 13 生きる希望と喜び ひまわり D-22 よりよく生きる喜び 美しい景色を目にしたことをきっかけに、絶望を乗り越え、誇りをもって生きようとする筆者の生き方の変化について考えることを通して、自ら
の弱さや醜さと戦い、自己を奮い立たせて、生きる希望や喜びを見出す道徳的心情を育む。

○P54の原稿用紙に書かれた作文を見て、感じたことを話し合う。
○障がいが残ることが分かってから、麻衣さんはどのような気持ちで毎日を過ごしていたのだろう。
◎死んでしまおうとまで思っていた麻衣さんの考えが変わったのは、どうしてなのだろう。
○退院の時、麻衣さんはどのような思いでひまわり畑を見つめていたのだろう。
○麻衣さんはこの作文でどのようなことを伝えようとしたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

9月16日 14 心から信頼できる友達 ライバル B-8 友情、信頼
友情をめぐる良心の呵責に苦しみながらも、それを乗り越えていこうとする啓介と康夫の心情を共感的に理解することを通して、心から信頼でき
る友達のよさや大切さに気付き、友達と互いに励まし合い、高め合う関係を築いていこうとする道徳的実践意欲を培う。

○ライバルとはどのような存在かイメージさせる。
○啓介が康夫の見舞いに行こうとしても、足が向かなかったのはどうしてだろう。
○見舞いに来た啓介は、どのような気持ちで康夫に言葉をかけていたのだろう。
◎手紙を通して、康夫はどのような思いを啓介に伝えようとしたのだろう。
○康夫の「心との闘い」とはどういうことだろう。
○どうしてそれを啓介に伝えようと思うのだろう。
○これから二人はどのような友情を築いていくのか想像させながら、友情について感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

9月22日 15 自己の行為の責任 ピヨ子 A-1 自主、自律、自由と責任 加奈子が美沙に送った画像が拡散したことで起きた問題について考えることを通して、自ら考え、判断し、実行し、自己の行為の結果に責任をも
つ道徳的態度を養う。

○自分たちの携帯電話やスマートフォンの使い方を振り返り、題材への意識付けを図る。
○さくらの悲しそうな冷たい視線に気付いてはっとした加奈子は、どのようなことを思ったのだろう。
○加奈子は、どうして自分のせいではないと思っていたのだろう。
○みんなに見せたわけではなく、面白かったから友達に送っただけという言い分を、あなたはどう思うだろう。
◎この話の中で、誰のどのようなところに問題があるのだろう。理由を含めて考えてみよう。
○情報社会における行為と責任について説話し、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

9月30日 16 礼儀の美しさ 席を譲られて B-7 礼儀 高橋健二氏の礼儀の美しさと、それを目撃した筆者の礼儀について考えることを通して、相手の人格を認め、尊敬や感謝の念を伝える礼儀のよさ
や大切さに気付き、時と場に応じて適切な言動をとろうとする道徳的実践意欲を培う。

○電車やバスで座席を譲った体験を想起させ、もし譲った相手が無言でその場から離れていったらどう思うかを問う。
○筆者は、高橋健二氏のしぐさの何を美しいと思ったのだろう。
○しぐさや礼が美しいとは、どういうことなのだろう。
◎筆者が席を譲られる時、丁重に礼をするのはどうしてだろう。
○筆者はどのような思いを込めて、目礼するのだろう。
○「礼儀の精神」とはどういうものか、また自分自身の礼儀について振り返り考えたことを道徳ノートに記入させる。

10 定期考査前 10月7日 17 勤労の尊さや意義 てんびんばかり C-13 勤労
「比べられないものがある」という父の言葉を聞いて筆者が気付いたことについて考えることを通して、勤労の尊さや意義を理解し、勤労を通じ
て社会に貢献しようとする道徳的実践意欲を培う。

○将来の仕事や働き方についてイメージさせ、価値への方向付けを図る。
○テレビに映る台風の様子を見ながら、筆者はどのようなことを考えていたのだろう。
○帰宅した父に対して、筆者の反抗心が湧き上がったのは、どのような思いからなのだろう。
◎筆者は、どのようなことを考えて「まだまだ私は幼いな」と思ったのだろう。
○台風の晩、父を仕事に向かわせたものとは何だろう。
○筆者の目にわいた涙には、どのような思いが込められているのだろう。
○勤労はなぜ大切なのか、自分の考えを道徳ノートに記入させる。

10月13日 18 信頼と敬愛の念 アイツの進路選択 B-8 友情、信頼 進路選択をめぐる真一と夏樹の思いを共感的に理解し、よりよい関係を築いていくことについて考えることを通して、異性間においても信頼と敬
愛の念に基づき、互いを向上させていける人間関係を築いていく道徳的態度を養う。

○１・２年での「アイツ」の学習を想起させ、題材への意識付けを図る。
○「どこにするかまだ分かんないぞ」と進路変更をほのめかす真一を、夏樹はどう思ったのだろう。
○夏樹が進路変更したことを知った真一は、どのようなことが不安に思ったのだろう。
◎今後、二人がよりよい関係を築いていくためには、どのようなことを大切にしたらよいのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

10月21日 19 思いやりの心 月明かりで見送った夜汽車 B-6 思いやり、感謝 Ｉ先生の気持ちを察して電気を消すＹ先生と、それに対して声をあげ拍手を送る先生たちの思いについて考えることを通して、相手の重荷になら
ない思いやりのよさや大切さに気付き、深い理解と共感に基づく思いやりの心を大切にする道徳的心情を育む。

○P80の挿絵を提示し、どのような情景かを想像させながら、題材への意識付けを図る。
○この話で印象に残ったところはどこだろう。
○Ｙ先生はどのような思いでＩ先生を送り出したのだろう。
◎みんなの「オー」という声と拍手には、誰に対するどのような思いが込められているのだろう。
○筆者が「胸がじいんとしてきました」というこの光景に、あなたはどのようなことを感じるだろう。
○「思いやりの心っていいな」と感じた体験を想起させ、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

10月28日 20 支え合う家族の絆 母と子のロードレース C-14 家族愛、家庭生活の充実
アスリートとしてのリスクを省みず、母への生体肝移植を行いながらも、ロードレースに挑戦し続けた宮澤崇史さんの思いについて考えることを
通して、家族からの支えや無私の愛情に気付き、家族の一員としての自覚をもって、互いに支え合う家庭生活を築いていく道徳的実践意欲を培
う。

○生体肝移植について、簡単に説明する。
○きっぱりと「僕のために移植をしてほしい」と言う宮澤さんの覚悟とは、どのような覚悟なのだろう。
○涙をこぼす母は、心の中でどのようなことを思っていたのだろう。
◎過酷なトレーニングを続ける宮澤さんを支えていたのは、どのような思いなのだろう。
○全日本選手権に勝利し、母と抱き合う宮澤さんは、どのようなことを思っていたのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

11 修学旅行前 11月4日 21 生命倫理をめぐる葛藤 ドナー D-19 生命の尊さ 二つの投書の意見の根底にある命に対する感じ方や考え方を探り、生命倫理の問題について考えることを通して、生命の尊さを多面的・多角的に
理解し、自他の生命の尊厳を守る道徳的態度を養う。

○脳死や臓器移植について簡単に説明する。
○一つ目の投書で、筆者が「娘をドナーにできない」というのはなぜだろう。また、そこには命に対するどのような考えがあるのだろう。
○二つ目の投書で、筆者が妻の臓器提供には否定的なのに、自分の臓器提供には肯定的なのはなぜだろう。また、そこには命に対するどのような考えがあるのだろう。
◎二つの投書を読んで、命についてどのように考えるだろう。
○生命倫理の難しさについて説話し、安易に結論を出さないよう促す。命について自分の考えを振り返り、道徳ノートに記述させる。

11月17日 22 差別や偏見のない社会の実現 虹の国 ― ネルソン・マンデラ ― C-11 公正、公平、社会正義 ネルソン・マンデラが目指した社会の在り方について考えることを通して、無知から生まれる偏見や不寛容な心など人間の弱さや醜さに気付き、
正義と公正さを重んじ、差別や偏見のない社会の実現に努める道徳的実践意欲を培う。

○南アフリカ共和国の位置を確認し、アパルトヘイトについて簡単に説明する。
○都会に出て黒人差別を目の当たりにしたマンデラは、どのようなことを思ったのだろう。
○終身刑で収監されながら、マンデラが戦いをやめるわけにはいかないと考えたのはどうしてだろう。
◎アパルトヘイトが終焉したのに、マンデラが「まだ戦いは終わっていない」というのは、どうしてだろう。
○マンデラが目指した「虹の国」とはどのような国だろう。
○社会からあらゆる差別や偏見を無くすためには、どのようなことが大切か、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

定期考査前 11月25日 23 理想を追い求める 風に立つライオン A-4 希望と勇気、克己と強い意志 「風に向かって立つライオンでありたい」と願う「僕」の生き方について考えることを通して、人生の理想を追い求めることの大切さや素晴らし
さに気付き、強い意志と希望をもって人生を切り拓いていく道徳的実践意欲を培う。

○本教材の歌詞が、かつての恋人からもらった結婚を知らせる手紙に対する返事であることを伝える。
○「僕」はどうして恋人と別れてまでケニアに行く決心をしたのだろう。
◎「風に向かって立つライオンでありたい」とは、どのような生き方なのだろう。
○このような自分の理想を追い求める「僕」の生き方を、あなたはどう思うだろうか。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記述させる。

12 定期考査前 12月2日 24 よりよく生きる喜び 二人の弟子 D-22 よりよく生きる喜び 純白の白百合を見て涙を流す智行の思いについて考えることを通して、自己の弱さや醜さを乗り越えようとする人間の強さや気高さに気付き、人
間としてよりよく生きる喜びを見出していこうとする道徳的実践意欲を培う。

○僧侶の修行の厳しさをイメージさせる。
○一度は修行を放棄した道信が戻ってきた時、智行はどう思ったのだろう。
○上人の部屋を訪ね、声を上擦らせながら思いを吐き出す智行は、どのような思いだったのだろう。
◎白百合を見て涙を流しながら月の光の中に立ち尽くす智行は、どのような思いだったのだろう。
○上人が道信の手を取り、再び弟子となることを許したのはどうしてだろう。
○「人は皆自分自身と向き合って生きていかねばならない」とはどういうことか、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

12月16日 25 感動、畏敬の念 ほっちゃれ D-21 感動、畏敬の念 ほっちゃれのすさまじい生涯や、ほっちゃれを手に取ってやる男性に対する筆者の思いを共感的に理解することを通して、大いなる自然の神秘や
生命の営みに感動や畏敬の念をもつ道徳的心情を育む。

○自然に驚いたり、感動したりした体験を振り返らせる。
○筆者は鮭のどのようなところを「あまりにいじらしくて、正視できない」と感じたのだろう。
○筆者が「ほっちゃれ」の語感に厳しさを感じるのはどうしてだろう。
◎「胸のぬれわたる思いがある」という筆者は、心の中でどのようなことを思っていたのだろう。
○ほっちゃれの姿から、あなたはどのようなことを感じただろう。
○私たちが自然や生命の営みに感動したり、畏れを抱いたりするのはどうしてか、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記述させる。

12月22日 26 道徳的自覚に支えられた生き方 カントとルソー A-1 自主、自律、自由と責任 カントがルソーの『エミール』から学んだことについて考えることを通して、人間が本来的にもつ良心の尊さに気付き、自律の精神を重んじる道
徳的心情を育む。

○「よりよく生きる」を学習課題として提示し、そのために大切なことは何か問題提起する。
○知識の多い人が偉いと思っていたカントの考え方をどう思うだろうか。
○知識が少ない人は「よく生きる」ことができないのだろうか。
◎「知識ではなく、人間を尊重することを学んだ」とはどういうことだろう。あなたが尊重すべきだと思う「人間」とは、どのような存在だろう。
○「よりよく生きる」とは、どのように生きることなのだろう。授業を通して感じたことや考えたことをノートに書いてみよう。
○良心の声について説話し、自分自身の内にある規範を意識させながら終わる。

1 始業式 1月13日 27 心の通い合い ある元旦のこと B-6 思いやり、感謝 挨拶板に深々と頭を下げる少年を目撃した筆者の感動を共感的に理解することを通して、人と人との心の通い合いのよさに気付き、人は互いに支
え合って生きていることを自覚し、思いやりと感謝の心をもって他者に接していこうとする道徳的実践意欲を培う。

○「迎春のしきたり」を思い浮かべ、正月の風景をイメージさせる。
○筆者の父はどのような思いで挨拶板をつるしていたのだろう。
◎頭を下げる少年の姿を見た筆者は、どのようなことを感じたのだろう。
○涙が込み上げるほどの筆者の感動とは何だろう。
○どのような心が、人と人とをつなぐのか、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記述させる。

1月20日 28 国と国との友好の絆 海と空 ― 樫野の人々 ― C-18 国際理解、国際貢献 エルトゥールル号の話を知った「私」の思いについて考えることを通して、国際的な相互扶助のよさや大切さに気付き、世界の平和と人類の発展
のため、他国の人々と支え合い、助け合おうとする道徳的実践意欲を培う。

○イラン・イラク戦争で「私」が置かれていた状況を簡単に説明する。
○わざわざシンポジウムや樫野のトルコ記念館を訪れる「私」にとって、何がそこまで疑問だったのだろう。
○ありったけの食料を提供する樫野の人々にとって、「わしらもトルコの方も一緒」とはどういうことなのだろう。
◎海と空が水平線で一つになるのを見ながら、「私」はどのようなことを考えていたのだろう。
○国と国とをつなぐものとは何だろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

1月27日 29 公徳心 ベビーカー論争 C-10 遵法精神、公徳心 ベビーカー論争の解決について考えることを通して、社会生活における公徳心の大切さに気付き、遵法精神とそれを支える公徳心を大切にして、
規律ある安定した社会の実現に努める道徳的態度を養う。

○P124のグラフの内容を確認し、ベビーカーを利用している人々が感じていることを押さえる。
○「ベビーカーに対して批判的な人の気持ちがよく分かる」というAさんの意見をどう思うだろう。
○「ベビーカーが批判されること自体に違和感がある」というBさんの意見をどう思うだろう。
○日本では「社会全体が子育てに対してウェルカム」ではないのだろうか。
◎ベビーカー論争を解決するには、誰がどのようなことを大切にする必要があるのだろう。
○ベビーカー利用者以外の、公共の場の利用者について説話する。授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

2 2月2日 30 伝統文化を守り受け継ぐ 運命の木 ― 姫路城の大柱 ― C-17 我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度
姫路城の大柱に込められた人々の思いを共感的に理解することを通して、先人の残した伝統文化の大切さに気付き、我が国の優れた文化の継承と
文化の創造に貢献しようとする道徳的実践意欲を培う。

○姫路城について簡単に紹介する。
○牛尾や瀬加村の人々はどのような思いで御神木を譲ることを決断したのだろう。
○木曽の人たちを、誰も足を踏み入れたことのないような山中に向かわせたものは何だったのだろう。
○「シンバシラ　オレタ　ムネン」の電報を、加藤はどのような思いで握り締めていたのだろう。
○棟梁の和田はどのような思いで加藤のもとを訪れたのだろう。
◎「運命の木」に込められたみんなの思いとは、どのようなものだったのだろう。
○伝統文化を受け継いでいく意味とはどういうことか、授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

2月9日 31 生命尊重の念 高砂丸とポトマック川のこと D-19 生命の尊さ 他者の命を救おうとして亡くなったアーランドとクヌッセンの行為を伝えようとする人々の思いについて考えることを通して、生命の尊さを理解
し、自他のかけがえのない生命を尊重する道徳的態度を養う。

○P136教材末の吉川英治氏の言葉を学習課題として提示する。
○アーランドとクヌッセンはどのような思いで人々を助けようとしたのだろう。
○アーランドとクヌッセンは、自分の生命を愛していなかったのだろうか。
◎ポトマック川の橋に「ウィリアムズ橋」と名付けたり、日高町にクヌッセンの供養塔を建てたりすることで、人々は何を伝えていきたいと思ったのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記述させる。

2月17日 32 郷土の発展に寄与する 千年先のふるさとへ C-16 郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度
「いのちの石碑」に込められた女川中学校の生徒たちの郷土に対する思いについて考えることを通して、郷土を愛し、主体的にその発展に努めよ
うとする道徳的実践意欲を培う。

○東日本大震災について簡単に説明し、題材への意識付けを図る。
○「この町は流されてなんかいない」とは、どういう意味なのだろう。
○先祖たちが石碑を作っていたことを知った時、生徒たちはどのようなことを考えたのだろう。
○先祖たちはどのような願いを込めて、石碑を建てていたのだろう。
◎「いのちの石碑」には、生徒たちのどのような思いが込められているのだろう。
○私たちにとって「郷土」とはどういうものだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

2月24日 33 社会参画
招集通知 ― あなたが裁判員になるとき
―

C-12 社会参画、公共の精神 みんなの話を聞いた恵美が気付いたことについて考えることを通して、主体的に社会と関わることの大切さに気付き、社会参画の意識と社会連帯
の自覚を深め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努める道徳的実践意欲を培う。

○裁判員制度についての学習を想起させる。またどのようなイメージをもっているかを意見交流させる。
○招集通知が届き、困惑する恵美のことをどう思うだろう。
◎迷っていた恵美が「私、決めた」と言えたのは、どのようなことに気付いたからだろう。
○「社会に参画する」ことがなぜ「社会のため」であり「自分のため」になるのだろう。
○授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

3 終業式 3月10日 34 真理を探究する態度 ショーペンハウアーとニーチェ A-5 真理の探究、創造
ショーペンハウアーとニーチェのエピソードを手がかりに、「自分で考えること」の大切さについて考えることを通して、主体的に真理や真実を
求め続けていこうとする道徳的態度を養う。

○道徳科の学習活動を振り返る。「自分で考えること」を学習課題として提示する。
○ショーペンハウアーの哲学を丸ごと継いだニーチェが、ショーペンハウアーとは違う思想を展開したのはどうしてだろう。
◎どうして「自分で考えること」が大切なのだろう。これまでの道徳科の時間を振り返って考えてみよう。
○P150教材末のリヒテンベルクの言葉に触れながら、真理を探究する態度の大切さについて説話する。授業を通して感じたことや考えたことを道徳ノートに記入させる。

3月17日 35 人間としての誇りに満ちた生き
方

二度とない人生だから D-22 よりよく生きる喜び 「二度とない人生だから」の詩に込められた思いを受け止め、自己の生き方を見つめる学習を通して、自己の良心に従い、気高く生きることに
よって、よりよい人生を切り拓いていく道徳的実践意欲を培う。

○これまでの道徳科の時間を振り返り、学習したことを想起させる。
○作者が大切にしようとしているものには、何がありますか。
◎「二度とない人生だから」という言葉から、作者のどのような思いを感じますか。
○これまでの道徳科の時間や学校生活で学んできたことを振り返り、「二度とない人生」をどのように生きていきたいか考えてみよう。
○教師の思いを語り、説話する。

学校の教育目標　１　自ら学び、真理を究める　　２　自ら律し、他を尊重する　　３　自ら拓き、社会に貢献する

　　　　　　　第３学年　道徳年間指導計画


